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- 唐 と大和 の間 で -





5.むすびにかえて - 媒介者 ･葉温-















ア･中国 ･朝鮮 ･日本へと航海し,海上交易を営んできた｡ だが17世紀初めに日本が統一さ
れると, その余波は琉球にも及び, 1609年,薩摩軍が侵入して琉球は薩摩に従属することに
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『要務棄編』は修身 ･斉家 ･治国にそったいわば類書であるが,その引用書目は 『性理大全』
『小学』『近恩録』『四書集注』『醇文清公読書録』など,朱子学の基本的なテキストである｡ ま
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まつりごと




















桑温の ｢時｣の概念は多義的であったようである｡ 先述した天意 ･人心に係わる緩急 ･先後
の ｢機｣つまり時機 ･タイミング,｢古今｣つまり時代といった意味｡また 『源園全集』所収の
さ おうへんげん
『蓑翁片言』に ｢此等の俗礼は,唯だ時勢を視て其の宜しきを執れば可なるのみ｣とある｢視時
勢, 執其宜｣ は, ｢随時執宜｣ と同義であろう｡ とすれば, 時は ｢時勢｣ をも意味する｡
一方の ｢処｣は,先の 『客間録』にいう ｢南北｣のように国内の地域を指すこともあるが,
ほとんどが ｢国｣ そのものを意味している｡ ｢諸国政務各随其国｣(『図治要伝』),｢随時随国｣
(同上),｢随国随時｣(同上)というように,｢処｣は ｢国｣と置き換えられてもいる｡
察温の ｢時｣と ｢処｣は政道において同じ比重をもっているが,しかしときとして ｢時｣は








｢時｣に係わる重要なことがらの先後 ･緩急は ｢国｣によって異なっている,と｡ 同じく
『図治要伝』に政務とは ｢随処随時｣,当を得た政策を立て,法令を施行して,士民を励まし道
によって力を用いさせる,だが ｢先後 ･急緩は,是れ諸国の必ずしも同じからざる所なり｣と























者｣とは,歳月 ･干支 ･五倫 ･四民 ･烹妊 (調理した食物)等の類である｡｢随処執宜者｣とは,










易者｣つまり普遍であるが,同時に舟 ･衣服 ･文字 ･冠婚葬祭の礼の様式は国ごとに ｢随処執
宜者｣つまり多様であるという｡ かくてそれぞれの国の文化は普遍性と多様性の両側面をもっ
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ように断言する｡ ｢国の国たるや,容貌 ･言語 ･衣服 ･礼節等の類は,各おの能く処に随い宜
ひと
しきを取る｡ 或いは小異大同,或いは大巽中同にして諸国の斉しからざる所なり｡ 必ずこれを
斉しくせんと欲するは,愚の至なり｣- 容貌 ･言語 ･衣服 ･礼節は諸国によって大同小異,
小同大異だが,それを斉しくしようとするのは,愚の骨頂である｡
しかしながら,この国の多様性は容貌 ･言語 ･衣服 ･礼節などの風俗だけでなく,先述した






つまり ｢国｣の大小 ･肥疫,隣国との外交関係,安定と危機 (｢守経｣｢応変｣は後述)などに
応じて諸国の配慮も一様ではない｡察塩はいわば国力,対外関係,国情のあり方にも国の多様
性をみているようである｡ 政治は ｢随時随国｣, この多様性に応じて適切な政策を立てれば,
国は長く存続し,すぐれた治世が実現するというのである｡ また 『図治要伝』に ｢諸国は嘗な









る所以は,君子が徳をもつ上に, さらに ｢時｣ に応じて ｢中｣ に処ることができるからだ｡
｢中｣には定まった実体などなく,｢時｣に応じて存在する,これが平常の理であると17)｡いう












に拠る｡朱薫は ｢素とは猶お見在 (現在)のごときなり｡ 君子は但だ見在の居る所の位に因り
て,其の当に為すべき所を為し,其の外を慕うの心無きを言うなり｣と注記する｡島田度次氏
は,｢位｣ とは ｢位置, ポスト,境遇｣であり,いわゆる ｢分｣の思想であると解釈してい
る18)｡つまり ｢素夷秋,行乎夷秋｣とは,夷秋の地という境遇にあっては夷秋の風俗にしたが



























｢経｣は ｢照例｣,｢権｣は ｢応変｣をいう｡ この経 ･権はまた先の 『図治安伝』にある ｢守
経之安｣の ｢守経｣,｢応変之危｣の ｢応変｣に対応しよう｡ さらに 『客間録』にみえる ｢定而

















｢中｣つまり均衡を取る｡ だが子美はこの ｢権｣がないので,一定の ｢中｣に執着して変化す


















いう ｢権只是経｣と同義であろう｡ また経は ｢照例｣,権は ｢応変｣というとき,これは花祖







を説かん｡釈氏は即ち周公 ･孔子なり｣- 釈迦はインドの地に随って ｢権巧設施｣つまり,
時機をみはからって深謀を実施したのであり,もし中国にいれば ｢経世｣を説いたであろう,






































でも随地随時と応変応機の ｢権｣の政治が行われれば,必ず治まるのである｡ そして ｢礼に例






















ことになり,このため国が衰える｡ つまり,｢分力｣は国の大小 ･強弱を意味する｡ 先に引用
した 『家言録』では ｢国者有大小 ･肥疫｡其分離異,皆国也｡必以随処随宜為要｣と,大小 ･







り,その多様性は ｢国俗｣と ｢分力｣に起因するものである｡ 冠婚葬祭は ｢分｣に随って行い,
決して ｢分｣を過ぎてはならぬ,と｡ ここでは ｢分力｣は明確に ｢分｣と言い換えられてい
る25)｡このように,｢分力｣は ｢分｣とも表現され,厳密な用い方はされていない｡ しかし,
上述してきたように察温が ｢随時随処｣とくり返すとき,その背景となる国の多様性には,風
俗だけでなく,国の大小 ･肥痩 ･強弱などの国力,対外関係 ･国情など国の置かれた境位と
いった要素もみられる｡ とすれば,およそ分 ･分力はいわば国力,境位を指す表現であろう｡









う冠婚葬祭の ｢分｣は,胡氏のいう ｢分｣と同義であろう｡ この冠婚葬祭の ｢分｣については,
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多様であるのは ｢国俗｣と ｢分力｣によるものであり,｢分｣に随い ｢分｣を過ぎてはならぬ,
というとき,この分はまた分力と同義である｡ 胡氏が ｢分には則ち限り有り｣というとき,宿
の凌空と文言と同じく財力などの力と関わるだろう｡ また国の大小 ･肥痩 ･強弱,偏小 ･国力




によって国を上 ･中･下の ｢位｣に分類し,この上 ･中･下の位をさらに上 ･中･下の ｢段｣
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明清時代には,｢因時制宜｣｢園地制宜｣｢随時随処｣｢随時随地｣｢随地随時｣｢随地制宜｣｢随
時制宜｣等々という表現は,政治のあらゆる局面,農業 ･備荒 ･水利 ･治水 ･軍事 ･刑罰 ･保
甲･教化 ･天文 ･治安 ･外交などの施策を論じた言辞に頻出する32)0
たとえば,清初の任源祥の ｢食貨策3)｣｡清初の租税 ･力役は,銀に換算して徴収されてい



























































































｢随処随宜｣の礼節に拠ったものであった40)｡王府の 『服制』 もまた 『四本堂家礼』と同様,
中国的な礼制の姿を借りながら,内実は ｢随時随処｣に琉球の習俗にみあったものとなってい
る｡
察温の経世は,清朝の経世家がそうであったように,農業 ･産業 ･備荒 ･治水 ･軍事 (貢船













境であろうと,いかなる分力,つまり大小 ･肥痩 ･強弱 ･隣国との関係であろうと,いかなる





























































4) 久米村の歴史については,拙稿 ｢琉球と中国の神々｣(『講座道教6 アジア諸地域と道教』雄
山闇,2001年)参照｡
5) 葉温の伝記と学問については,拙稿 ｢察温の儒家思想について -『要務嚢編』をめぐって-｣
(『龍谷大学論集』445,1995年)参照｡
6) 『要務嚢編』については注5)拙稿参照｡『潜園全集』は近年になって石垣市 ･牧野孫宣氏所蔵
の明治末写本がみつかった (ただし 『一言録』は欠落している)｡この 『潜園全集』所収の 『蓑












8) 葉温の植林政策と風水思想との関係は,拙稿 ｢葉温の造林法について 一風水と技術-｣(『東
洋史苑』48･49合併号,1997年)参照｡








13) 『潜園全集』所収の 『蓑翁片言』に付された呉文襖の序に,『蓑翁片言』を初めて見たとき ｢初
以為山林高隠之流,随地随時,広行提命耳｣とあり,中国の文人にとって ｢随地随時｣は常套句
であったことが窺えるが,察温の用語が眼にとまった可能性もある｡
14) この ｢南北｣は 『中庸』10章にみえる次の文に依拠したものかも知れない｡｢子路問強｡子日,
南方之強輿,北方之強輿,抑而強輿｡寛柔以教,不報無道,南方之強也,君子居之｡桂金革,死
而不厭,北方之強也,而強者居之｣｡
15) ｢時々之治｣は 『孟子』尽心上に ｢孟子臼,覇者之民,煙塵如也｡王者之民,時曝如也｣とあ
る｡
16) 小島毅 『中国近世における礼の言説』(東京大学出版会,1996年)など参照｡
17) 島田度次氏は, この ｢時｣ を中江藤樹 ･熊沢蕃山の時 ･処 ･位と結びつけている｡ 島田度次
『大学 ･中庸』(朝E]新聞社,1967年)183貢｡
18) 島田度次前掲書,214貢｡
19) ｢因時制宜｣はまた 『孟子集注』巻11告子章句上 の朱薫注にもみえる｡ 兄と兄より年長の郷
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人が同座した場合の ｢敬｣の礼を問われて,孟子が ｢庸敬在兄,斯須之敬在郷人｣と答えた,そ
の文に朱薫は ｢庸,常也｡斯須,暫時也｡言因時制宜,皆由申出也｣と注記している｡





















28) 『朱子語類』巻22･論語4･学而篇下 ｢貧而無論請章｣｡『論語』学而篇に ｢子貢日,貧而無論,
富而無窮,何如｡子日,可也｡末若賓而楽,富而好礼者也｣とある｡それに対して朱薫が ｢富無
窮,貧無論,随分量皆可著力｡如不向此上立得定,是入門便差了｣とコメントした語｡
29) 凌空は,字は仲鏑,漸江烏程県の人｡道光 11年 (1831)の挙人 (科挙合格者),成豊10年


















貢体制の動揺とその諸契機 一 嘉慶 ･道光期の中琉関係を中心に-｣(『東洋史研究』59-1,
2000年)参照｡
36) 注8)拙稿参照｡
37) 『服制』『御心喪服制』は 『沖縄県史料 ･前近代 6･首里王府仕置2』(沖縄県教育委員会,
1989年)に拠る｡
38) 『四本堂家礼』は 『石垣市史 ･八重山史料集 1･石垣家文書』(石壇市,1995年)に拠る｡
39) 『嘉徳堂規模帳』｡『沖縄研究資料7 嘉徳望規模帳』 (法政大学沖縄文化研究所,1986年) に
拠る｡この家礼は,19世紀後半に久米村鄭氏池宮城家が 『四本堂家礼』をもとに作成したもの｡
40) 郡陳霊 ｢琉球における 『家礼』の思想｣(『名古屋大学東洋史研究報告』23,1999年)参照｡
41) 李鼎元の撰述した 『使琉球記』については,村尾進 ｢李鼎元撰 『使琉球記』解題｣(夫馬進編
『使琉球録解題及び研究』格樹書林,1999年)参照｡また李鼎元と朝鮮からの使節の会話につい

















ある｡ここでは詳細に立ち入る余地はないが,葉温の ｢随時随処｣の時 ･処,さらに ｢位｣とは
ぼ同義である ｢分力｣の論理と共通する側面のあることを指摘しておきたい ｡
中江藤樹の時 ･処 ･位の思想は,『中庸章句』にみえる ｢時中｣の ｢時｣に処と位を包摂し,















* 中江藤樹,熊沢蕃山の ｢時 ･処 ･位｣の思想については,源了囲 『近世初期実学思想の研究』
(創文社,1980年)参照｡
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